
垣の下で、かつ若いクマで、おなかがすいて

いるようで、ほとんどこちらを気にする様子

もなく、餌探しをしていました。すぐ横のサ

クラの木には、爪痕やサクランボの実のたく

さん入った糞が残されていました。この木に

いついていると感じて、自動撮影カメラを設

置しておいたところ、夜間、サクラの木に登

る様子や地上に落ちたサクランボを食べる様

子が動画に写っていました。本州最大の肉食

獣で、人間との軋轢も大きくいろいろな問題

を抱えているクマですが、何とか共存する方

法を見出したいものです。

　フィールドで哺乳類調査を行なっている人にとっ

ても、野生動物を目視することは難しく、シカや

サル、カモシカを除くと、昼間はめったに動

物にはお目にかかれません。クマについては、

鉢合わせはしたくないのですが、安全に遠目か

らなら会いたいと思っていました。私は今ま

でクマには一度しか出会っていませんでした

が、今年の 7 月、南アルプスの調査で、偶

然至近距離で出会ってしまいました。出会っ

た瞬間「やばい！」と思って急いで車に戻っ

たのですが、すぐにカメラを取りだして撮影

していました。

　クマとの距離は 10ｍ位でしたが、道路の石

クマに会う
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少しこちらを警戒しているが、 向かってくる様子はなかった

近くにあったクマの糞 自動撮影装置のカメラに写った、 木に登ろうとするクマ

　桶ヶ谷沼は東日本唯一のベッコウトンボの生

息地であり、70種ものトンボが生息する地とし

て全国的にも注目されています。日本国内で見

られるトンボが約200種、県内全域で見られる

トンボが約100種という中で、桶ヶ谷沼の70種

はとても多いといえます。県の自然環境保全地

域に指定されていて、トンボの他にも野鳥164種、

植物650種など種の多様性に富んでいます。

　集合場所のビジターセンター内では、カミキ

リムシとテントウムシの写真展をやっていまし

た。水槽の中にはアメリカザリガニやタイリク

バラタナゴなどの外来生物や、アカハライモリ

やトンボの幼虫ヤゴなどを飼育展示してあり、

陸上からはなかなか観察しにくい生物もここで

見ることができます。貴重なトンボを中心とし

た昆虫標本も数多く展示してありました。

　まず、ビジターセンターの福井順治所長から

桶ヶ谷沼の特徴、生物、保全の歴史、ビジター

センターの役割について伺いました。水源は地

下水で、流入している川がないために生活水や

農業水が入ってこないこと、護岸していない水

辺が多様な水草を育み、森に囲まれ多様な食性

に対応できるなど、そのままでも非常に恵まれ

た環境条件が成り立っているのですが、適度に

人の力を加えて整備することで桶ヶ谷沼の自然

が守られていると知りました。

　観察したのは、沼を囲む自然の地形を生かし
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た全長約2kmのコースで、歩いて2時間程度で

した。時期が少し遅かったため、ベッコウトン

ボは見られませんでしたが、モノサシトンボ、

キイトトンボ、ベニイトトンボ、アオイトトンボ、

ショウジョウトンボ、コシアキトンボなど数多

くの種類のトンボを見ることができました。フォ

トジェニックのヤブヤンマはカメラを構える私

達の前を空中で何度も止まって、シャッターチャ

ンスを与えてくれました。細い胴にモノサシの

目盛りのような柄があるモノサシトンボ、ひ

らひらと黒くて幅の広い翅で飛ぶチョウトン

ボ、アオヤンマはクモの巣に突っ込んでクモを

採るなど、多くの種類のトンボを一度に見比べ

ることができ、飛び方も姿も色もそれぞれ違い、

個性豊かな特徴をもっているとよくわかりました。

　他にも翅を広げて休んでいるルリタテハ、頭

が赤く、黒い翅に白い帯がとっても目立つホタ

ルガ、ススキの葉の上で後肢を動かし、シャカ

シャカ音を立てているナキイナゴも観察できま

した。また、コースの脇に白いレースのスカー

トを履いているような優雅な姿のキヌガサタケ

が生えていました。雨が続いた後だったからか、

森の中には他にもたくさんキノコが生えていま

した。

　残念ながら今年は見られなかったベッコウトン

ボですが、ビジターセンターの標本を見て、姿を

覚えてきました。来年は見られたらいいなぁ。
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桶ヶ谷沼でトンボなどを観察ビジターセンターの福井所長から説明を聞く


